
 

 

 

               対象：小学校６年生以上 

 

１ 教材名 「村人さえ無事ならば」 

   （資料「村人さえ無事ならば」 『あけぼの』 小学校高学年向け） 

   

  内容項目 Ａ（１） 自主、自律、自由と責任 

       自由を大切にし、自律的に判断し、責任のある行動をすること。 

 

２ ねらい 

  江戸時代に身分上厳しく差別されてきた人々が、命がけで村人を助け警備役を果たした場面で、

刀を持った浪人にひるむことなく飛びかかった二人の考えを話し合うことを通して、自分の仕事に

誇りをもって役割を果たそうとする道徳的実践意欲を育てる。 

 

３ 人権教育の視点 

○身分上厳しく差別されてきた人々が、自分の仕事に誇りをもってたくましく生きていたことや、

差別され孤立していたのではなく、村人と交わり支えあいながら生きていたことに気づくことが

できる。（児童の発言を関連付けたり、教師から問い返し意味づけたりする中で確認する）（価

値・態度的側面） 

 

４ 指導上の留意点 

 ○社会科「江戸時代の身分制度」の学習と関連付けて扱う。導入場面で、社会科の学習を振り返っ

てから展開に入ることも考えられる。 

 ○「百姓のくせに」といった差別的な表現がある。「くせに」という言葉のもつ差別性について児

童に考えさせる場面を位置付ける。 

 

５ 展開 

段落 学習活動（児童の意識の高まり） 指導・助言 時 備考 

導

入 

１ 自分が担当している仕事について「役割を果

たせているか」と投げかけて自身の行動を見つ

める。 

 ・家での仕事 

 ・学級の係や当番活動 

 ・地域での活動  など 

・自身の行動を振り返り、問題意

識が持てるようにする。 

５  

展

開 

２ 「村人さえ無事ならば」を読んで話し合う。 

 ・心に残ったところに線を引きながら聞く。 

 

 

 

 

① 「もう一度やれ」と叫んだ浪人たちを見て村人

はどんな気持ちだったのか考える。 

・浪人、百姓、警備役などの言葉

を説明しながら読む。警備役

については社会科の学習と関

連付けて説明し、厳しく差別

されていたことにも言及す

る。 

・浪人の横暴な態度に対して村

人の気持ちを予想させる。 

30 資料 

「あけ

ぼの」 

「村人さえ無事ならば」（特別の教科 道徳） 



 ・横暴な態度や「百姓のくせに」という言葉に

対する怒り 

 ・怖くて何もできない気持ち 

② 止めに入った時の様子を確認する。 

  ・浪人が刀で切りかかったこと 

 ・三之助が大怪我をしたこと 

③ 「源七や円蔵が、村人を守る役目を果たそうと

したのはどんな考えからか」考える。 

・役目を果たさないとやめさせられる 

・もしやらなければもっと差別される 

・村人の命を守りたい一心で 

・怖いけどなんとかしたい必死な気持ちや考え 

・横暴な態度に対する怒りや正義感 

・警備の役目を全うしたい責任感や使命感 

・この役目は、悪人を取り締まる大事な仕事だ 

 

 

 

・浪人が刀を持っていたことや、

三之助が大怪我をしたことな

どを確認する。 

・３人の行為から、自分の役目

に使命感をもって助けに入っ

たことを感じ取らせる。 

・自分の考えを学習カードに書

いて言語化する時間を確保す

る。 

 

 

終

末 

３ 感想を書き、伝え合う。 

・警備の役目を果たすことに全力を尽くしてい

てすごい。 

・自分の命も顧みずに村人のことを考えていて

すごいな。 

・差別をされていたのに、どうしてそんな気持ち

になるのかまだよくわからない。 

・差別されている人が差別している人を助ける

なんて・・・。正義感があるな。 

・自分も仕事に責任を持ちたい。 

・授業を通して学んだことを学

習カードに書くように促す。 

・資料から学んだことと共に、

自分を振り返って感想を書か

せるようにしたい。 

・警備役の人々が差別されたと

いうことだけでなく、村人と

交わりながら役目を果たして

いたことを確認する。 

10 学習 

カード 

（『同和問題学習展開案』（長野県教育委員会）より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

ねらいや発問によっては、内容項目Ｃ（13）公正、公平、社会正

義の実現としても扱える資料です。 

佐久市浅科の信州農村開発史研究所が発見した古文書について

は、『増補新訂版あけぼの資料編 長野県同和教育推進協議会 

p46-49』に詳しく掲載されています。 

なお、学習指導案では触れていませんが、重傷を負った３人がま

ちの医師ではなく、藩の医師の治療を受けた点にも注目したいとこ

ろです。 

ＤＶＤ「誇りうる部落の歴史」では、佐久地域の小

中学校の先生方が演じる「村人さえ無事ならば」の劇

の様子を見ることができます。 


